
イワガキ増殖技術開発試験

天野 勝三 ･日取 尚実*)･須川 人志

本県日本海では､沿岸漁家経営安定のため､磯根資源として重要なアワビ､サザエにつぐ新たな増殖対

象種の開発が強く望まれているところである｡ ここではイワガキ CrassostTeanl'pponaについて､その増

殖技術を開発することを目的として調査試験を行ったので報告する｡

1 分布 ･形態調査

(分 布)

日本海等沿岸におけるイワガキの分布状況を潜水､聞き取 り等により調査した｡図 1に示したとお

り日本海側では西津軽郡深浦町吾妻川河口から北津軽都小泊村下前地先､津軽海峡では下北都佐井村

佐井地先において分布が確認された｡当種は秋田県以南の日本海側各府県においても分布しているこ

とから､本県における分布域としては西津軽都岩崎村以北の日本海側全域及び津軽海峡内では津軽暖

流の強い影響下にある佐井以西までと考えられた｡大間以東には分布しないとすれば同じ暖流性種で

あるサザエ､マダカアワビ､メガイアワビの本県分布域 (日本海側全域と津軽海峡内では大間以西)

とほぼ一致しており､同一の分布規制要因 (たとえば水温)の作用が考えられる｡

写真 1,2に広戸地先及び北金ヶ沢地先における生息状況を､また､写真 3には採集されたイワガ

キ (大型個体)を示したが､右殻表面の槍皮状の薄板が剥離している個体が目立っていた｡なお､写

真 3の小型個体についてはコケゴロモガキ OstTeaCl'rcumpl'cl'aの可能性もあるが同定しなかった｡

図 1 イワガキ分布
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図2 イワガキの形態 ')を改変

表 1 形態測定結果

地先 測定部位 平均 標準

偏差下前 殻高(mm) 1
0 1 16殻長くm

m) 60 8車力 殻高くmm) 141 25

殻長(mm) 79 7
田野沢 殻高(mm)

104 19殻長(mm) 66
9吾妻川河口 殻高

(mm) 108 ll穀長(mm) 6 8 ll

佐井 殻高(mm) 143 20穀長(mm) 88 14イワガキは

左殻全体で付着基質に固着し､水平方向に成長するため扇平な形態をしたものが一般的である｡ しか

し､集塊状に付着した場合や他の付着生物､イワガキが既に高密度に存在している箇所に付着した場

合には空間的な競合により､ちょうつがい部から鉛直方向に殻が成長することで､殻が厚い形態をした個

体が多くなることが知られている｡ 2)特に集塊状に付着した場合には物理的な障害により殻高方向の成長が殻長

方向のそれよりまさり､集塊を形成する各個体はより細長くなるものと考えられる｡今回測定を

行った5地点について､貝殻の外部形状を目視比較すると､扇平な月が多い地点､細長い貝が多い地点が

想定できたので､扇平皮の指標として殻長/殻高 (以下､｢扇平度｣とする｡)を計算し表 2に示した｡日本

海北部の下前地先､車力地先の月の平均の扇平度は0.593及び0.582と小さく日本海南部の田野沢地先､吾妻川

河口地先及び津軽海峡の佐井地先の月は0.639､0.632及び0.621と大きい結果が得

られ目視による観察結果と一致した｡平均値は5%で有意差がないという結果 (地点間でよりも各地

点内での扇平度のばらつきが大きい)が得られたが､表 3に示したように日本海北部の下前､車力両

地先については細長い個体が多い傾向があることは言え､これら両地先においては付着期の浮遊幼生数が非常に多かったか､幼生数に対して付着可能な基質面積が小さかった

ため､結果として付着密度の高い箇所が生じたと考えられ

る｡表 2 地先別京平度地先
平均I 標準偏差下前

0.593 0.054車力 0.582 0.144

田野沢 0.639
0.075吾妻川河口 0.632 0.0

83佐井 0.621 0.096 表

3 京平度別個体数割合地先 0.6> 0.

6≦下前 55% 45%

車力 60% 40%田野沢 29% 71%吾妻川河口 41% 59%

佐井 44% 56%*5%有意差なしまた､形態測定時において扇

平度の大きい個体は左殻のくぼみが浅く､扇平度の小さい個体はくぼみが深い傾向があったので､図

3に示すように前者をタイプ 1､後者をタイプ2とし､タイプ別平均扇平鹿を求め､結果を表 4に示

した｡これによればタイプ別平均扇平度に5%で有意差があるので､より細長い形態をした個体につ

いては貝殻内部のくぼみが深いことが言える｡ このようなタイプ2の貝は貝殻の外部がタイプ 1と比べて丸みを帯び､かつ､厚みがあり､一般的なイワ

ガキのイメージとは異なる｡ 将来想定される人工種苗による増養殖はある程度高い付着密度で行わなければな

らないため､タイプ2の貝が多 くなるも

のと考えられる｡＼･
-J ＼Jタイプ1

タイプ2左殻横断面図3 左穀横断面模式

図 ー246- 表 4 タイプ別

平均京平度タイプ 1 タ



2 種苗生産試験

(1) 誘発 ･採卵

(誘 発)

初年度の試験 として､まず､紫外線照射加温海水による産卵誘発を行った｡供試月は佐井地先にお

いて採揃 した母月を用い､誘発時までは20oCで無給餌飼育 したものを用いた｡誘発は144スチロール

製水槽に 1個ずつ収容 し､紫外線照射海水は紫外線流水殺菌装置サニ トロンSS-90SMR (セン

特殊光源株式会社製､ 90W 1本､大腸菌処理量 5m3/ h)を2台直列につないで使用 した｡結果

を表 5に示 した｡計 5回の誘発を行ったが､これに応 じた個体はなかった｡

表 5 誘発結果

採捕年月日 誘発月日 供試個体 反応個体

刺激平成9年7月18日 8月6日 10 0 紫外線照射海水 (20.

9-25.5℃)8月7日 10 0 紫外線照射海水

(19.7-27.0℃)8月8日 10 0 紫外線

照射海水 (19.8-27.1℃)平成9年8月18日 8月19日 10 0

紫外線照射海水 (20.9-26.1℃)8月20日 10 0 紫

外線照射海水 (19.7-26.9℃)(揺 卵)8月18日採揃の母月について生殖腺の

観察を行ったところ､雌､雄 ともに完熟状態 と判断されたので､ 8月21日及び 9月8日の 2回､生殖

腺を切開することにより卵､精子を取 り出し受精を行った｡得 られた受精卵径は45±2〃mであった｡

なお､母月は採卵時まで20℃で無給餌飼育 したものを用いた｡これらを30〟mミュラーガーゼで受け

て洗卵後､ 5回程度デカンテーションを行ったのち､空調により20℃に保たれた2004ポリエチレ

ン製黒色円形水槽に投入 し､翌 日の浮上後､ トロコフォア幼生及びD型幼生の段階で図4に示す浮遊幼生

飼育水槽に収容 した｡(2) 浮遊幼生飼育(飼 育 方 法

)昼間 (8時30分～16時)は 1/Jmのろ

過海水を微注水 し､夜間 (16時～翌朝 8時30分)は止

水 した｡餌はパブロバ Pauloualutherは たはキー トセロス Chaetocerosgracilisを

16時の時点でコールタ-カウンターにより残

餌量を測定した後､設定濃度になるように給餌

した｡飼育水温については調温海水及び室温によ

り調整 した｡エアーはガラス管により飼育当初

は微通気､後には次第に強 く通気 した｡なお､水

槽には常時､遮光幕をかけて飼育を行った｡ ;過海水 P
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図 4 浮遊幼生飼育水槽 -ラー ガーゼC,Seエチレン水槽(1回目飼育試験結果)表 6及び図 5に結果を示 した｡餌種類はパブロバ､キー トセロスの 2種類 とし､当初5,000細胞/m

pから最終的には16,000細胞/mPまで給餌 した｡飼育水温は21-23℃台であった｡表 6 浮遊

幼生飼育試験結果 (1回目)試頼回次 水槽No. 水槽容Jt董採
卵月日 萱収容月日 妻飼育中止日 沖 止時穀長(a)… (〟m) 飼育日数(日) 幼生収容数(千個) 収容密度(個′nd)

中止時密



結果としては､付着期と考えられる殻長340-

350〟mまでは飼育できず､飼育当初からの成長

不良及びそれに続 く大量へい死により飼育 日数

ll-12日目で飼育を中断した｡

なお､飼育期間中には細菌類の増殖によるも

のと考えられる飼育水の白濁現象が見 られ､個

体の観察では消化管内の餌色素が薄 く十分に摂

餌 していないと考えられる個体がほとんどであ

った｡

また､餌の種類別にみると､飼育 7日目 (8

月29日)位からキー トセロス給餌の方が若干成

長が良い結果が得られた｡

(2回目飼育試験結果)

表 7及び図 6に結果を示 した｡餌種類はキー

トセロスのみとし､当初5,000細胞/meから最

終的には50,000細胞/meまで給餌 した｡飼育水

温は20-23℃台であった｡

結果としては､ 1回目と同様な経過をたどり､

飼育途中に生残幼生の統合､水槽替えを行った

が､最終的には飼育 日数24日目で飼育を中断し

た｡

また､ 1回目の水槽替えのあ との生残個体

(水槽No.7､ 8'.9月23日～9月29日)について

は 1日当た り10.4〃mと順調な成長を示してお

り､ある程度成長 した個体についてはキー トセ

ロスが有効な餌科と考えられた｡

また､ 2回目の水槽替えのあとの殻長が極端

に小さくなった現象 (水槽No.9:9月30日～10

月 3日)があった｡この原因として､殻長の測

定は水槽表面付近に浮上 している個体について

行っていることから､以前のNo.7､ 8の水槽内
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結果 (1回目)においては活力 (繊毛による浮上能力)が弱 く殻長の小さい個体が下層に沈んで

いてあまり採取されず､活力のある殻長の大きな個体が表層付近で採取されていたためであり､水槽替えに

よってこれらの小型個体が多数採取される状態になったためと考えられる｡(種苗生産試験結果の

まとめ)イワガキの種苗生産については､これまで島根県 3)､鳥取県4)､京都府 5)で行われ

てきてお り､これらの府県では切開法を用いて受精卵を得て一定の成果をおさめていることから､採

卵方法としての切開法は問

題がないと考えられる｡ また､卵発生そのものも外見及び運動能力の正常なD型幼生が得られていることから問題はないと考えられる｡ したがって､今回の飼育不調は幼生飼育そのも



表 7 浮遊幼生飼育試験結果 (2回目)

試攻回次 水樟No. 水槽容量(a)採卵月日 収容月日 飼育中止日 中止時殻長(〟m) 飼育日数(日) 幼生収容数(干個) 収容密度(個′rnC) 中止時密度(
個′mC) 餌種蒲2 1 500 9月8日 9月9日● 9月22日 107.0 13 560

.0 1.12 0.14キートセロス2 500 9月8日 9月9日 9月22日 120
.0 13 550.0 1.10 0.25キートセロス3 500 9月8日 9月9日

9月22日 121.0 13 520.0 1.04 042キートセロス4 500 9月8日 9月9日 9月22日 112.0 13 480.0 0.96 0.24:キートセロス
5 500 9月8日 9月9日 9月22日 112ー5 13 750.0 1.50 0.34

:キートセロス6 500 9月8日 9月9日 9月22日 106.0 13 1,020.0 2.04 0
.29;キートセロス7(1-3移送) 500 9月8日 9月22日 9月30日 199.5 8 (405.

0) 0.81 0.03;キートセロス8(4-6移送) 500 9月8日 9月22日 9月30日 184.0 8 (435.0) 0.870.
0 3;キートセロ

ス9(7-8移送) 200 9月8日!9月30日 10月3日 142.5 3 (26.0) 0.13 - キートセロス
3,880.0
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これらの現象を考慮すると､浮遊初期における餌が大半の幼生にとって摂餌できないような大きさ

であった場合､餌自体に問題はないが飼育水中の細菌叢が幼生の活力を低下させたために摂餌できな

い状態となっていた場合､あるいは､これらの原因が複合していた場合が考えられる｡

餌種類については､今回使用した Pavlovaluthen'､ChaetocerosgTaCl'11'Sのほかに先の府県では

Chaetocerossp.(長軸約 3〟m)､Nannochloz･opsl'soculataを使用している｡ 特に島根県で行われ

た飼育では今回 と同種類の飼料 を用い､ Pavlovalutherl'は浮遊期間を通 しての､ また､

ChaetocerosgTaCl'11'Sは付着椎貝期の有効な飼料となっている｡ 3)今回給餌したChaetocerosgTaCl'll'S

の細胞径 (長軸 5-7〟m)は他の飼料よりも2-3〟m大きく､2回の飼育試験でも期間後半での

成長が良いという結果が得られていることから浮遊初期の餌としては必ずしも適正サイズではなかっ

たものと考えられる｡

Pavlovaluthen'については初期飼料のサイズとしては問題がないはずで､今回 Pavlovaluthen'､

あわせて Chaetocez･osgTaCl'11'Sの両例ともに同じ状態の飼育不調が生じたことから､その原因として

飼育水に増殖した細菌が疑わしいと考えられる｡ トリガイ浮遊幼生飼育においては Vibrio属一種の

細菌が致死性を示し､これに対して硫酸ス トレプトマイシンが有効であるとの報告6)が､また､飼育

水内の Vibrio属の抑制に Nannochloropsl'S培養液の添加が有効であるとの報告7)があるので､次年

度の飼育試験はこれらをとりいれて実施することにしたい｡

写真 1 広戸沖 (水深約 5m)写真 2



写真 3 北金ヶ沢沖採
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